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1. 肝門部までに浸潤せる胆のう管癌の 1例
唐司則之(千大)
症例は 42才女。主訴は黄!底。本年 l月末より皮膚掻
伴感， 3月より黄痘あり。諸検査の結果，胆のう癌の診
断で 5月 23日開腹。胆のう管に小指頭大の腫癌あり。
術中迅速切片にて，左肝門部まで浸潤せる乳頭腺癌であ
った。胆のう，総胆管別出，肝左葉切除，右肝管空腸吻
合術施行。第 84病日に退院。本症例は，主占居部位か
らみれば胆のう管癌であり，本邦で 31例目であるが，
組織学的に総胆管にも浸潤せることより，三管合流部癌
ともいえる。 
2. 後腹膜腫蕩の 1例
森山紀之(千大) 
64才男子で，不明発熱を主訴とした後腹膜横紋筋肉腫
の l例を経験した。本例は腫痛を触知できず，腹腔鏡所
見によって後腹膜腫虜の診断が下された。腫療は大きさ 
13 x 9 x 18cmで内容は壊死脂肪組織様を呈し一部は結
腸に穿孔していた。腫虜易IJ出および結腸部分切除術を施
行したが，術後 1カ月で左肺に転移巣が認められ，抗腫
虜剤による治療を行なっている。昭和 41"，， 48年 1月ま
での本邦報告の後腹膜腫虜 227例中横紋筋肉腫は 7例で
あった。 
3. 異時性食道直腸重複癌の一治験例
山本義一(千大)
患者は67才男。昭和46年 9月頃より IN下困難出現し，V!
食道癌と診断され術前照射 2000radを行ない， 1月 10
日右開胸下部食道l噴門切除胸腔内食道胃吻合術施行，廟
平上皮癌であった。退院後の経過は順調であったが，昭
和 48年 7月末より粘血便出現。直腸癌と診断され， 9 
月 5日腹会陰式直腸切断術施行，乳頭腺癌であった。食
道直腸重複癌の本邦報告例は 3例あり，本症例は 4例目
になるが，異時性および治験例としては本邦初の報告と
思われる。 
4. 	 胃平滑務肉腫の 1例
山室美砂子(千大) 
38才男子の胃体部高位後壁大轡側寄りに発生した平滑
筋肉腫の l例を報告した。主訴は 2カ月前から持続する
心宮部不快感で，来院時左季肋部に鶏卵大の腫癒を触れ
た。胃内視鏡生検で胃筋肉腫の診断を得，噴門切除術，
食道空腸 Roux式吻合術を施行した。摘出標本におい
て，腫療は 4X4.5X5.5cmの実質性部分と， 4.5X6x12 
cmの嚢腫性部分からなり，胃外性発育を示す原発性胃
平滑筋肉腫であった。本例につき若干の文献的考察を加
えた。 
5. OoC以下における腎保存(その 4)
浅野武秀(千大)
高 K¥ 高 Mg++1夜に 10%に Ethy1ene G1ykoh1 
(EG)を加えた液を用いて，イヌ腎を -40C，24時間保
存し得た。同方法により _40C，72時間の保存を試み l
例の生存犬を得たがなお今後の検討が必要である。さら
に25%EGを用いてー 100C 3日間ないし 7日間保存を
試みた。 自家移植後に 13lI-Hippuran Scintiphotoに
より機能出現を見たが，組織学的検索では保存腎には広
範な破I裏像が見られ，なお今後の検討が必要である。 
6. 残胃々痩造設術の適応に関する病理組織学的検討
石川達雄(千大) 
l噴門癌における残胃々棲造設術の適応について， リン
ノT節転移を中心に胃癌切除例，および噴門側切除例剖検
例から検討を行ない， 下記の結果を得た。①占居部位
が， Cのみのものは， n工門側断端を限局型で 2cm以上，
浸潤型では 4.5cm以上離し，胃凄造設を行なう。②CM
のものは， 限局型で 2cm以上， 浸潤型では 4.5cm離
し，さらに浸潤型では，幽門上下リンパ節の郭清が必要
となる。
